
廃炉・汚染水対策に係る研究開発の連携強化について

廃炉研究開発連携会議（仮称） 年２～３回開催。（新設）

報告
事務局長：経済産業副大臣

日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）
国際廃炉研究開発機構（ＩＲＩＤ）等
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基礎研究 基盤的研究 応用開発 実用

基礎から実用まで一元的にマネージメント

廃炉・汚染水対策チーム会合 チーム長：経済産業大臣

原子力損害賠償・廃炉等支援機構

福島第一原発の廃炉に関する研究開発の司令塔機能を担う原子力損害賠償・廃炉等支援機構に、廃炉研究
開発連携会議（仮称）を設置し、以下のとおり連携を促進する。その成果等は、原子力損害賠償・廃炉等支援
機構が、「廃炉・汚染水対策チーム会合」に報告する。

各機関における研究開発ニーズについての情報共有
有望な研究開発シーズについての情報共有
廃炉作業のニーズを踏まえた研究開発の調整
各機関間の研究開発の協力促進
各機関の人材育成に係る協力促進
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